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平成２８年度第９回庁議提案 審議・報告・その他 

                     提 出 日：平成２８年８月５日 

                     担当部・課：総務部防災推進課〔内線４１７７〕 

 

① 件  名 

石巻東消防署の開庁（運用開始）について 

② 施策等を必要とする背景及び目的（理由） 

【背景】 

  震災により湊地区及び渡波地区の国道３９８号沿いは、ほぼ全域が浸水し当該地区内に設置され

ていた石巻消防署湊出張所及び渡波出張所は大きな被害を被った。当該地区は多くの新市街地開発

事業が実施されており、市内東部の防災拠点となる消防力の強化が重要視されている。 

今後の災害に対応する消防力の低下が懸念されることから、湊・渡波両出張所を統合し当該地区

に消防力の拠点となる施設について、平成２８年度の運用開始を目指していたもの。 

【目的】 

  石巻市東消防署の運用を開始し、地域の災害に対応するための消防力を増強する。 

③ 根拠法令及び総合計画又は個別計画との整合性 

【総合計画又は個別計画との整合性 位置付け：有・無】  

  総合計画実施計画・復興計画実施計画・個別計画等への位置づけ 

石巻市震災復興基本計画（消防署所施設・車両の復旧・再編整備） 

石巻市震災復興基本計画実施計画 

④ 提案に至るまでの経過（市民参加の有無とその内容を含む。） 

平成２５年１月        基本方針【案】策定（防災対策課・消防本部） 

平成２５年１月 ７日～ ９日 地元住民説明 

平成２７年５月１９日       （仮称）石巻東消防署建設工事契約 

平成２８年６月３０日     （仮称）石巻東消防署完成 

平成２８年７月１５日     広域行政事務組合議会の議決により名称が「石巻東消防署」に正

式に確定 

⑤ 主な内容 

湊・渡波地区の消防力増強のため石巻消防署湊出張所及び渡波出張所を統合し石巻東消防署として

拠点整備し、地域の消防力を増強する。 

 なお、両出張所の統合を図るが、現在の３隊態勢は維持されるもの。 

 

【全体工事費等】 

総事業費 約１１億５千万円（用地費込） 

敷地面積  ５，３２５．４７㎡   

(1)消防庁舎 

建築面積    ７１４．０１㎡   

延べ面積   １，０９８．５０㎡   

構造種目  鉄筋コンクリート造２階建 

(2)訓練棟Ａ   

建築面積     ７５．５７㎡ 

  延べ面積    １９０．４１㎡ 

  構造種目  鉄筋コンクリート造３階建 

(3)訓練棟Ｂ   

建築面積     ９９．９９㎡ 

  延べ面積    ２５５．３１㎡ 

  構造種目  鉄筋コンクリート造５階建 
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(4)その他 

  ヘリポート 

  駐車場２４台 

（耐震基準  構造体：Ⅰ類  建築非構造部材：Ａ類  建築設備：甲類）  

⑥ 実施した場合の影響・効果（財源措置及び複数年のコスト計算を含む。） 

石巻東消防署の運用により、市内東部地区の消防の拠点として、迅速な災害対応も図られる。 

⑦ 他の自治体の政策との比較検討 

 

 

 

⑧ 今後の予定及び施行予定年月日 

平成２８年８月２７日  石巻東消防署開庁式 

平成２８年９月 １日  運用開始 

⑨ その他 

【消防署と出張所の体制の違い】 

 消防署：３隊を常時編成、消防ポンプ自動車２台以上を配備、救急自動車１台を配備、署長及び署

長代行（行政部門では副署長、消防活動部門では警防指令）を配置、臨時ヘリポートの整

備等 

 出張所：１隊を常時編成、消防ポンプ自動車１台を配備、救急自動車１台を配備（一部出張所のみ） 

  

 

 

 


